
令和2年度 富山県保健師助産師看護師等実習指導者
講習会(特定分野)を受講して

令和3年3月20日(土)

南砺市訪問看護ステーション
西野恵美



目的
病院以外の実習施設で次に掲げる特定分野について実習指導者

の任にある者または将来これらの施設で実習指導者となる予定の
者が、看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割
を理解し、効果的な実習指導ができるように必要な知識、技術を
修得する。
＜特定分野＞
看護師養成所における在宅看護論



目標

1.看護教育の基本的概念とその基本的な技法について理解し、実
習指導に活用できる。

2.在宅看護実習指導の基本とその展開方法について学ぶことによ
り、効果的な実習指導の方法を理解し実践できる。

3.講習会全体をとおして自己を振り返り、実習指導者としての役
割を認識し、指導能力を強化する。



開催期間・場所

期間：令和2年10月19日(月)～12月18日(金)
開催期間内 48時間 (開催期間中 12回程度の受講)

場所：富山県看護研修センター



受講メンバー

特定分野グループ 5名

光風会訪問看護ステーション
済生会高岡訪問看護ステーション
富山県看護協会 訪問看護ステーションひよどり富山
済生会富山訪問看護ステーション
南砺市訪問看護ステーション



受講動機

・学生への指導方法はどのようにしたらよいか
訪問看護の限られた時間内での効果的な指導方法を学習したい

・訪問看護の良さを伝えるにはどうしたらよいか。学生と共に
自分も学びたい

・就業してからも忘れられない、実践に活かせる実習にするため
のヒントが欲しい

・ステーション内での統一した指導方法の確立が必要である
・他のステーションの状況が知りたい



講習会プログラム
月 日(曜日) 午前(9:00～12:00) 午後(13:00～16:00)

科目 講師 科目 講師

10月 19(月) 開講式/オリエンテーション 看護教育課程 富山県立総合衛生学院
看護学科⾧ 高畑聖子

30(金) 教育原理
教育心理

富山大学人間発達学部
講師 増田美奈

教育方法
評価方法

富山大学人間発達学部
増田美奈

11月 11(水) 実習指導の原理 富山赤十字看護専門学校
副学校⾧ 満間信江

25(水) 実習指導の実際Ⅰ
講義

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

12月 1(火) 公開講座 富山大学大学院医学薬学
研究部 教授 西谷美幸



講習会プログラム
月 日(曜日) 午前(9:00～12:00) 午後(13:00～16:00)

科目 講師 科目 講師

12月 2(月) 実習指導の実際Ⅱ
演習①

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

実習指導の実際Ⅱ
演習②

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

4(金) 実習指導の実際Ⅱ
演習③

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

8(火) 実習指導の実際Ⅱ
演習④

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

14(月) 実習指導の実際Ⅱ
演習⑤

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

17(木) 実習指導の実際Ⅱ
演習⑥

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

実習指導の実際Ⅱ
演習⑦

富山福祉短期大学
教授 荒木晴美

18(金) 実習指導の実際Ⅱ
演習⑧ 修正・まとめ 全体会･閉講式



特定分野 実習指導案

＜考察＞
訪問看護師の行う援助をロールモデルと
してみてもらう

在宅での看護の特殊性に学生が気づけるよ
う導き、個別性を重んじる訪問看護を実践
の場で意識できるような関わり

学生が在宅看護論実習で感じたことを一つ
の看護観となるような関わり



受講しての感想

・学生の特徴、具体的な指導方法について理解できた
・実習指導者としての考えや行動が明確になった
・自分の看護についての振り返る機会となり、看護観が深まった
看護師同士や多職種との連携の大切さを学んだ

・在宅看護の素晴らしさ・楽しさ・やりがいを見直す機会となった
・限られた時間での指導案作成は達成感が得られた
・他の訪問看護ステーションの方々との交流となった



今後の学生指導について

・講習会で学んだことを活かし、学生目線で教えていきたい
・個々の学生を知ることからはじめ、意図的に関わりたい
・教員との情報交換を充実させたい
・ステーションスタッフ皆で、訪問看護が楽しい
と感じてもらえるような実習にしたい

・スタッフ間で情報共有、効果的な指導につなげていきたい



次年度の講習会にむけて

・実習指導者のフォローアップ研修
・訪問看護ステーションの実習指導者交流会の場



ご清聴ありがとうございました


